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財部町出身で，現在末吉町諏訪方に在住の
上野淳一さんは，就農して10数年たちますが，
日々お茶の管理作業に励んでいます。また，財
部町茶業青年部に所属し，年間を通して各種勉
強会等に参加しながら，製品の求評会・茶園の
巡回や意見交換などを通して品質・経営の向上
に役立てています。

今後も同郷の仲間とお互い切磋琢磨して，
財部町の茶業を盛り上げていきたいと話されて
いました。
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財部町下財部の上野湧大さんは，高専を卒業
後，1 年間の留学を経て農業の魅力を再認識し，
平成30年に帰郷。実家の製茶業を継ぎました。

現在は，両親や茶業の先輩方に助言・指導を
仰ぎながら栽培や製造に関する知識を習得中で
す。

財部町茶業青年部の仲間と交流を深めなが
ら，今後はお茶の規模拡大や品質向上を目標に
親子で頑張っていきますと力強く話されていま
した。

山間部の遊休農地の解消を目的に「れんこん」栽培に取り組んでいる錦江町（旧田代町）へ
平成30年 9 月11日（火）に，農業委員・農地利用最適化推進委員の先進地研修を実施しました。

品種は，「康選抜」で熊本県を経由して茨城県から種子を取り寄せて，平成27年度から取り
組まれて 4 年目を迎え，今年度は生産者 5 名で，生産面積150aまで拡大されています。

当日，収穫体験を行った竹元農地部会長は，曽於市においても遊休農地の解
消は，喫緊の課題であり，今回の研修を参考に曽於市でも何らかの取り組みを実
施したいと意気込んでいました。

12月 7 日（金）に，ヤングファーマーズクラブと農業委員との意見交換会を実施しました。
ヤングファーマーズクラブは，曽於市内の20～30代の農業青年で構成される団体で，農業青

年同士の親睦と地域農業の発展に寄与することを目的に活動しています。
今回の意見交換会では，規模拡大や経営に関する内容，鳥獣被害対策など様々

な事について農業委員の方から貴重な助言を頂くことができました。
今後は，曽於市の農業発展のため，会員自身の経営やクラブ活動に積極的に

取り組んでいきたいと，薄窪会長を始め会員一人一人が決意をされていました。

平成30年度農業委員先進地研修

曽於市ヤングファーマーズクラブと農業委員との意見交換会

（上段左から）
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